
令和８年度 

福祉の職場で働く看護職員研修会 開催要項 

１ 目  的 

現在、福祉・介護職場で働く看護職員の多くは医療職場からの転入であり、中には医師の不在や一

人職場など医療職場との違い、介護職など多職種との連携など悩みを抱える看護職員も少なくありま

せん。また、看護職員の配置が少ない職場も多く、不安や悩みがあってもなかなか相談する機会に恵ま

れない看護職員もおられ、特に入職後間もない看護職員に対し適切な助言や指導がなされないことで

仕事へのストレスが大きくなり、結果として早期離職に繋がってしまうケースもあります。 

そこで、本研修では福祉職場の看護職員に対し、その役割や必要な知識、技術等について学ぶとと

もに、日頃の悩みや課題について意見交換を行い、交流を図ります。 

 

２ 主  催  社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会 

 

３ 後  援  公益社団法人鳥取県看護協会 

 

４ 日  時  令和８年８月２１日（金） １３：００ ～ １６：００ 

 

５ 会  場  集合研修 公益社団法人 鳥取県看護協会 2階 大研修室 

             〒680-0901 鳥取市江津３１８－１  TEL ０８５７－２９－８１００ 

※駐車場・別紙参照 

 

６ 対  象  県内の社会福祉施設（介護サービス事業所、障害者総合支援法に基づくサービス提供事業

所、高齢者・障害者施設等）等で勤務する看護職員 

 

７ 講  演  「“いつもと違う”をチームで対応する」

福祉施設における異常の早期発見と多職種連携 

 講  師  HIROGARI訪問看護リハビリステーション管理者  

クリティカルケア認定看護師 上田 壮 氏 

 

⭐講師よりメッセージ  

 

   福祉施設では、高齢者や障がい者の小さな変化に気づき、重症化を防ぐ“早期発見”が重要となりま

す。しかし実際には、症状がはっきり現れないことも多く、「なんとなく元気がない」「いつもと違う」とい

った曖昧な違和感が、最初のサインであることも少なくありません。 

   本講演では、そうした変化を早期に発見する視点に加え、介護職からの報告をどのように看護・医療

判断につなげるかについて、多職種連携や情報共有の視点を交えながら、福祉現場における看護師の

役割を考えます。 

 

 

                                                           ※裏面に続きます。 



 

８  定    員   ５０名程度 

 

９ 参 加 費   無  料 

 

1０ 申込方法  本会ホームページまたは下記 URL・QR コードからお申込みください。  

 

参加申込みフォーム 

 

https://forms.gle/KLBf7cXoNkyUh5obA 

 

申込締切：令和 8年 7月２３日（木）1２：00まで 

 

1１ 

   個人情報の取り扱い 

    「申込フォーム」に記載された個人情報は、本研修の運営管理、調査のみに使用させていただきます。 

 

1２ 日程・内容  

  令和 8年 8月 21日（金） 

時間 内容 

1２:３0～ 
 

受 付 
 

13:０0～ 

１５:０0 

講義：「“いつもと違う”をチームで対応する」 

福祉施設における異常の早期発見と多職種連携 

講師：HIROGARI訪問看護リハビリステ―ション 

クリティカルケア認定看護師 上田 壮 氏 
 

1５:１５～ 

１６:００ 
意見交換会・交流会 

16:００ 
 

閉 会 
 

 

1３ その他  ・新型コロナウィルス感染症等の状況により研修の中止または、一部内容を変更させてい

ただくことがあります。 

 

1４ お申し込み・お問い合わせ先 

  〒６８９－０２０１ 鳥取市伏野１７２９－５ 県立福祉人材研修センター内 

  社会福祉法人 鳥取県社会福祉協議会  福祉人材部（担当：近堂、上田緋） 

  TEL ０８５７－５９－６３３６    FAX ０８５７－５９－６３４１ 

https://forms.gle/KLBf7cXoNkyUh5obA

